
 

 

 

 

高校生が地域の防災リーダーを目指します ― 七日市地区合同防災訓練 

校長 河井 俊彦  

７月１日、七日市地区で保育所・小学校・中学校・吉賀高校、公民館、地域の皆様が一緒になって合同防

災訓練を行いました。保小中高が同じ日に連携して訓練に取り組むことは貴重で、災害時に「地域全体が同

じ状況を想定し、同じ方向を向いて動く」ための土台づくりになります。年齢や場所が違っても互いの動き

が見え、必要な支えがつながっていく―そのつながりを平時から確かめられることが、何よりの収穫です。 

本校は今年度、「命を繋ぎ支える防災教育の推進～時と場所を選ば

ない“想像力”と“状況判断力”の育成」を学校経営方針の柱の一つ

とし、一人一人を大切に思いやる防災を通じた教育を進めています。

今回は震度５強の地震に加え、放送設備が使えない状況や傷病者の発

生を想定して実施しました。善家瑛徳さん（益田市社会教育コーディ

ネーター）による防災学習の後、高校では学年混合の班で教室内待機

を基本に、安否確認、情報伝達、傷病者対応に取り組みました。正解

のない状況で「誰をどう支えるか」を考え、声を掛け合って行動する

生徒の姿が随所に見られました。教職員も「防災」を軸に、地域と共

助の形を探究しています。訓練で得た気づきを日常へつなげ、地域の

皆様とともに命を守る力を育てていきます。 

 
 

 

 

 

６月１５日（月）NPO 法人「日本に健全な森をつくり直

す委員会」主催の「虫を追うと自然が見えてくる」に2年生

18 名が参加してきました。町内の小学生も参加しており、

高校生 1名、小学生 5名で 1グループになり、虫捕り体験

を行いました。高校生がしっかり小学生をリードしながら、

養老孟司先生に捕った虫が何かを教えてもらうことができ、

貴重な経験を積むことができました。 

養老先生と虫取り体験！！ 
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６月２１日、伝統の雨乞い神事

に参加しました。当日のまつりの

運営だけではなく、巨大なわらの

竜を作るところから手伝い、担ぎ

手もつとめました。これからも地

域に貢献する高校生の姿を温かく

見守ってください。 

 

                                                   

 

  

    

  

 

 

    

６月１０日（水）浜田市石央文化ホールで行われた令和８年度

高文連春季写真コンクール講評会へ参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よしか祭文化祭を以下の日程で開催します。ぜひご来場ください。 

８月２９日（土） １１：００～１４：００ 吉高マーケット、展示 

（吉 賀 高 校）  

８月３０日（日）  ９：１０～１５：１５  

（六日市体育館）    午前：芸術鑑賞『石見神楽左鐙社中』、生徒会企画 

午後：有志ステージ、芸術鑑賞『益田市民吹奏楽団』 

中国大会（広島県）に、２年生の中野祥太郎さんが県代表の 1人として

個人組手競技に出場しました。結果は準々決勝まで進出、ベスト８とい

う成績でした！（中野さんは今後全国高校総体と国スポ中国ブロック大

会にも出場します。） 

水源まつりに参加してきました！ 

よしか祭文化祭のお知らせ 

地域活動部（空手道）・写真部 

≪中野さんの感想≫目標としていた優勝ができなくて、とても悔しいです。今回の悔しさを忘れ

ず、中国ブロック大会とインターハイで今回以上の結果を残せるよう、これまで以上に練習に励

み、応援してくださった方々への感謝の気持ちを忘れず、これからも頑張ります。 

《2 年生 川上凜央さんの感想》 今回の大会で様々な表現

について学ぶことができました。写真の撮り方について深

められるいい機会となりました。これからも頑張ります。 


